Suite Forms of the Bon Festival Dance's Epics (II) by 黒坂, 富治 & Kurosaka, Tomiji
55
「盆踊り唄」の組曲的構成（II）
黒 坂 　 富 治


















































































、 き　　｝ 、 i









































































































































































































































































































































































































ヨィ） ウ　ハ ノ、　　ノ、 ハ　　　オ イ　　かんじん　も と　の
〆
よ　ろ　こ　びの　ほ　どは一一 かず かぎ り も　ご　ざ り　ませぬイ　　ま　こ と　’
、 、
〆




ノ、 　　　　　　　　　　　　　ノ[　ヨィ　トー　いう たら一お わかれでゃ　イ　（ヨ　イ ト　　コ セ）　（拍手）
「盆踊り唄」の組曲的構成（lr） 65
西洋音楽における「組曲」
　西洋音楽において，踊りの曲をいくつか組み合わせたものは「組曲（英・仏一Suite，独一Suite，
伊一Partita）」であり，これには「古典組曲」と「近代組曲」がある。
　古典組曲は16世紀から見えはじめ，17世紀を経て18世紀のヨハン・セバスティアン・バッハに
至り・古典組曲の一応の頂点に達したと見ることが出来よう。古典組曲が形成される基礎は，中
世紀の社交舞踊或いは民俗舞踏であり，はじめは割合自由な組合わせであったが，だんだん厳格
になり・バッハに至って完成的な形式に定着した。彼の代表的作品「フランス組曲」について見
ると「アルマンド」，　「クーラント」，「サラバンド」，「メヌエット」，「ジグ」の各要素舞i曲を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き基幹として・曲により「ガボット」，　「ポロネーズ」， 「プレー」などを挿し加えている。
　　1．アルマンド（Allemande）はドイッの舞曲で，速度が早いが四拍子の堂々とした曲
　　　　　　　　　　　　　　　　　調であり
　　2．　クーラント（Courante）はフランス，イタリーのスピーディで，跳躍的な三拍子
　　　　　　　　　　　　　　　　　の舞曲
　　3・サラバンド（Sarabande）は重々しく緩やかで，東洋的でもある三拍子のスペイン
　　　　　　　　　　　　　　　　　風の舞曲
　　4．メヌエット（Menuetto）は三拍子，フランスの農民の舞曲だったが，後に宮廷の
　　　　　　　　　　　　　　　　　舞曲になった。
　　5．　ジグ（Gigue）はイギリスの農民の舞曲で，テンポの頗る速い快速調である。
いずれも，その起源的な舞踊舞踏については，現在明らかに出来ぬし，組曲の要素曲になった各
々の曲は，ステージ上で演奏される芸術音楽に昇華し切ったので，研究対象とするには魅力に乏
しい憾みがある。かつ組曲はリウト，チェンバ巨，室内楽，管弦楽のための純粋器楽であるが，
その起源的舞踊舞踏が，詩や歌の演唱とともに，綜合一体的な芸能表現を果していたかどうか
を，探求出来ないことが甚だ遺憾である。しかし，この組曲は概括してアルマンド，クーラント
　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　e　　　の急速調，サラバンドの緩徐調，メヌエット，ガボットの舞曲調，ジグの快速調に分括され，こ
の楽式が多楽章の奏鳴曲（ソナタ＝＝Sonate）延いては交響曲（シンフォニイーSymphony）の
構成にまで発展したこと，そしてその曲態が人間の自然的感情欲求に適応していることは注目に
値する。
　近代組曲はビゼーの「アルルの女」，チャイコフスキーの「胡桃割人形」「白鳥の湖」のよう
に，管弦楽の組曲として，またバレエ音楽やオペラ乃至劇表出に附随して，ステージ音楽として
構想され発展してきた。舞踊表現と密接な関連をもつが，詩歌と声楽表現を伴なわぬことが，綜
合芸能芸術として，重要な要素が致命的に欠落している。
む す び
　西洋も日本も音楽のはじまりは声楽である。古代ギリシアでは管楽器のアウPス，弦楽器のリ
ラ，キタラがあったが，それは声楽の伴奏を果す程度であった。教会では勿論，中世に至っても
声楽が中心であった。バロックから近世に至り，楽器の発明と理論の発達により，加速度的に器
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楽の歴史が展開した。「組曲uもこの趨勢の所産である。器楽の分化発達は，音楽の綜合性を破
壊し，姉妹的要素の声楽や舞踊を疎外する傾向を助長する。形式上極限にまで拡大されたと見ら
れる現代の音楽は，再び素朴な形式と精神を取り戻し，次の世紀は単一な声楽中心の時代に還る
に違いないと思われる。わが国の音楽は声楽の単一旋律線を固守してこんにちに至っている。す
でに観察した盆踊り唄も，詩・曲・踊が素朴な綜合一体的表現を保っていることは好いことであ
る。時代に応じてその組歌も，ゆるやかな変化を示してきた。将来は西洋の「古典組曲」の様式
をも採り入れて，わが国の風土や人情にふさわしい組歌が，漸次構成されるよう期待されるとこ
ろである。
